
－ 22 － 

10 最終需要による生産誘発 
 

 

 

 

 平成 23 年の県内生産額 9 兆 1,257 億円は、7 兆 9,767 億円の最終需要を賄うために直接・間

接に必要となった生産額の合計である。 

 この生産額が、どの最終需要項目によって誘発されたか、その割合（生産誘発依存度）をみ

ると県外需要である移輸出が 52.8％、民間消費支出が 24.8％、一般政府消費支出が 10.8％な

どとなっている。 

 平成 17 年と比べると、民間消費支出で 3.7 ポイント、一般政府消費支出で 0.7 ポイント上昇

しているが、移輸出で 3.2 ポイント、固定資本形成で 0.9 ポイント低下している。 

 また、１単位の最終需要によってどの程度の県内生産が誘発されたか（生産誘発係数）を調

整項を除く最終需要の項目別にみると、在庫純増が 1.61 倍で最も高く、次いで移輸出で 1.35

倍、一般政府消費支出で 1.13 倍となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

生産誘発額 

 最終需要を賄うために直接・間接に必要となる県内生産額。これを最終需要の項目別にみたものが、最終需

要項目別生産誘発額であり、最終需要項目別生産誘発額を各産業部門別に合計したものは、当該産業部門の県

内生産額に一致する。 

 

生産誘発依存度 

 各産業部門の県内生産額が、どの最終需要項目によってどれだけ誘発されたものであるか、その割合を示す

もの。 

 生産誘発依存度＝各産業の最終需要項目別生産誘発額／各産業の県内生産額 

 

生産誘発係数 

 ある最終需要項目で１単位の最終需要があった場合、どの産業の県内生産額がどれだけ誘発されるかを示す

もの。 

 生産誘発係数＝最終需要項目別生産誘発額／項目別最終需要額合計 

 

 県内生産額 9 兆 1,257 億円のうち 52.8％が移輸出によって、24.8％が民間

消費支出によって誘発されている。 
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表１　最終需要項目別生産誘発額、生産誘発依存度、生産誘発係数

生産誘発額(百万円) 生産誘発依存度 生産誘発係数(倍)

平成17年 平成23年 平成17年 平成23年 平成17年 平成23年

家計外消費支出 154,463 138,445 0.017342 0.015171 0.864611 0.925537

民間消費支出 1,880,723 2,263,159 0.211153 0.247999 0.863466 0.920664

一般政府消費支出 899,119 985,563 0.100946 0.107999 1.068431 1.133977

県内総固定資本形成 950,211 896,187 0.106682 0.098205 0.936079 0.980310

在庫純増 14,487 1,174 0.001626 0.000129 0.397401 1.613213

移輸出 4,987,950 4,818,132 0.560008 0.527975 1.345134 1.350417

最終需要計 8,906,924 9,125,686 1.000000 1.000000 1.117175 1.144042

注：13部門表による。「最終需要計」には「調整項」の額を含む。  
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